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¢i-a･了 KIzlsin(¢了 0 )




§定 常 状 態
Zが時間に依らない定常状態においては,振動子は次の2グルーブに明確に分離される｡そ
れに応じて,分布関数及び秩序変数は両グループからの寄与の和で,













(,J･ -(-)H >1 を満たすもの
各振動子は固定点を持たないために,一方向-角速度 u乙(¢i)-¢乙で独立に回転 し続
ける｡ただし相互作用の結果,角振動数は wiから変更され 芯i-2W/J･02打/qidt
- (a,了 12.)2- LKZL2となるoこれによる高次元 トラ-ス上のエルゴ- ド運動に基づく不
変測度が物理的にも実現する平衡状態を与えると考えられる｡これより
n｡｡(¢;Z)-三Iqm.K.Z,dug(W)





















































































o(読 む )+o(; , (･e･≦N 圭 )
o(去) +o(克 ) (回≧N-V2,
6,0 ;<届 2, - 0(N! ' 十 0(宝 )
･FOI2, - 0(忘 )
となる｡振幅の揺動は,引き込み相 (e>o)では発散せず,また e<0で見られる発散 も
o(N-2)でありIEf-o(N-1/2)までおさえられたものとなっている｡更に位相に関しては,
有限の Eにおける発散がないことが注目される｡このように抑えられた臨界揺動の理由は,
先にも触れたように,IZが大きな時間スケール0(JKZEI-1)をもつという本系に特徴的な
性質による｡加えてまた,ここでの揺動は系外部から加えられたものではなく,あくまでdグ
ループ振動子によるものである｡そのため引き込み相ではその影響を受けて低周波成分の強度
が非常に低くなり,更に揺動を抑えることになる｡
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